
▲フッカー谷から仰ぎ見る、Mt.クック南壁
英国の登山家フィッツジェラルドがMt.クックの初登頂を
狙って来島することを知って発奮した3名のNZの登山家が
1894年12月にフッカー氷河上部から初登頂した。日本人
初登頂は1964年の西山会隊。
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南半球の島国のアルプス
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香港経由オークランド行き
　成田空港からニュージーランド航
空夜行便で約10時間、南北の移動だ
から時差に悩まされる心配は少ない。
しかし、直行便就航までは、キャセイ
航空などで香港まで行き、そこから
ニュージーランド航空に乗り換え、北
島のオークランドへ降り立ち、ニュー
ジーランドアルプスの麓へはさらに
乗り換え、南島のクライストチャーチ
へ行き、さらに小さな飛行機に乗り換
えてマウントクック・ビレッジはずれ
の小さな空港へやっとたどりつくよう
な長旅だった。往復丸4日かかったか
ら、旅行日数は10日以上が普通だっ
た。直行便運行までの長い間、ＮＺは
遠い国だった。
　1964年の西山会による、Mt.クッ
ク登頂、64年、65年の明治大学山岳
部、69年の長野県山岳連盟隊が当時
の登山記録にあるが、その後ＮＺアル
プスに遠征した日本隊は決して多くは
ない。長野県隊のように60年代は18
日間も船に揺られて赤道をこえる遠征
登山もあったのだ。海外渡航自由化直
後とはいえ、まさに隔世の感がある。

マウントクック・ビレッジ
　70年代のおわりにはニュージーラ
ンド航空とニュージーランド政府観光
局が日本人ツーリストへの観光プロ
モーションに力を入れてくれたが、さ
すがに登山やハイキングは旅行会社
が自力で開発するしかなかった。そこ
で注目したのは当然ニュージーランド
最高峰Mt.クック（3,764m）山麓のハ
イキングだった。当時のクック・ビレッ
ジは現在と大きな違いはない。ハー
ミテージ・ホテルも、隣接する三角屋
根のロッジもあったが、いずれも予約
の確保は難しかったし、とくにハーミ
テージは高額すぎた。だから、空港脇
のニュージーランド山岳会のロッジや
カンタベリー山岳会の山小屋も利用

し、キャンプ場でテント泊もした。
　現在の我が社の企画ではクック・ビ
レッジの宿泊は、ハーミテージ・ホテ
ルである。現社長芹澤健一とホテル
経営トップとの間にある信頼と友好が
もたらしているともいえる。ＮＺアルプ
スまっただ中の「隠れ家」とも言える、
ハーミテージ・ホテルでの滞在は、ＮＺ
の山旅の価値をさらに高めるはずで
ある。

フッカー谷ハイキングとピーク登頂
　Mt.クック山麓でのハイキングコー
スは、まずフッカー谷だ。90年代半ば
まではフッカー谷をつめて、山腹にあ
る、フッカー小屋まで足を伸ばしてい
たが近年は歩行時間が長いのと途中
で沢を渡る箇所が崩れているため氷
河湖のずっと手前までとしている。そ
れでも十分に最高峰Mt.クックの南壁
の偉容を堪能することができる。
　クック・ビレッジからフッカー谷と
は反対方向に向かい急登した小さ
な尾根上には水の澄んだセアリー
ターンズ（小沼）がある。その先さら
にMt.セフトン（3,156m）の氷壁を眺
めながら登りつめれば、Mt.オリビ
エ（1,933m）の山頂だ。この山は、
南島屈指のリゾート、クイーンズタウ
ンに聳えている、Mt.ベンローモンド
（1,748m）とともに、登りやすいＮＺ
の山の代表格だろう。

ミルフォードとルートバーンの山道
　およそ20年前まで「世界一の散歩
道」と形容されていた、「ミルフォー
ド・トラック」を、「散歩道ではない。」
と言ったのは、当時NZ企画を担当し
ていた、現社長の芹澤健一である。
ニュージーランド在住経験があり、多
くのトレッキングコースで実体験をも
つ芹澤は何度もミルフォードとルート
バーンの山道を踏破している。そうし
た経験を踏まえれば、全長54kmを山
中3泊4日で縦走するミルフォード・ト

ラックを「（気軽な）散歩道」と称する
ことはできないのである。観光促進の
一環で山岳コースを気軽に歩けるよう
な宣伝文句は大きな誤解を生みかね
ない。
　日本だけでなく世界中からトレッ
カーがやってくる、ミルフォードとルー
トバーンの山道はそこを踏破した者だ
けが味わえる充足感に満ちている山
の領域なのである。

細る氷河
　かつて何度かタスマン氷河上にス
キープレーン（橇付セスナ）で降り
立った。氷河末端もまだ分厚い時代
だった。しかし10年前に再訪したとき
氷河は薄く、短く、細くなっていた。こ
れはニュージーランドだけのことでは
ない。この夏久しぶりにモンブラン山
麓へ出かけ、シャモニ近郊のモンタン
ベールからメールドグラス氷河を眺め
た。ここを初めて訪れた36年前には
登山鉄道駅舎のすぐ下方にまで迫って
いた氷河は年を追うごとに遙かかな
たへ後退し、名残の氷河にはトンネル
が穿たれ、観光客がスニーカー履きで
まさに「散歩」しているのである。
　我が社の45年は、こうした大自然の
変化を受けとめながら、これからも、
その変化を否が応でも目の当たりにし
てゆくことになるだろう。


